
令和８年度　横浜市泉図書館の目標一覧

具体的取組内容（想定業務量）

・外国につながる市民が活用しやすい資料の充実（25
冊）

・農業・園芸分野の蔵書の充実（45冊）

・社会科学分野と芸術・スポーツ分野の蔵書の補強（40
冊）
・地理分野の情報を刷新（10冊）

・図鑑の買換の実施（20冊）
・小学校国語教科書で紹介される物語の収集(60冊)

・児童大活字本の収集(20冊)

・泉区役所、中央卸売市場等と連携したパネル展示の実
施（４月～３月・計７回）

・見せ方を工夫した展示の実施（３月）

・園芸関連のパネル展示の実施（11月～12月）

・講演会スポットライトいずみの開催（９月）
・紙芝居一座口演会の開催（11月）

・夏休みエコスクールの実施（７月）
・親子で楽しむヨコハマエコスクールの実施（11月）

・図書館見学・職業体験（随時）
・図書館のおすすめ本のリスト配布・展示（７月～８
月）

・教職員貸出の実施（通年）
・セット貸出の実施（随時）

・親子向けのイベント実施時の絵本セットのＰＲ（12
回）

・毎月第４水曜日に開催（12回）

・窓口用タブレットの導入・運用（11月）

・利用案内の配布や掲示方法の見直し（６月）

・データベースの利用案内の更新（５月）
・掲示物の更新（４月）

・初心者向けの講座「コツのコツ」の開催（12月）

・ボランティアによるおはなし会の開催（毎月第1土曜
日、第2日曜日・各11回）
・おはなしボランティアとの協力による大人向けのお話
会の開催（９月、12月、2月頃）

・ボランティアによる書架整理（通年・随時）

・ボランティアによる修理（月２回）

6

ボランティア活動の支援

・小学校で読み聞かせボランティアを行う初心者向けの講座「コツのコツ」を開催します。

・ボランティアの活動・発表の場を提供します。

・書架整理ボランティアとの連携により、書架を整えて、利用者が見やすい書架をめざします。

・修理ボランティアとの連携により、破損した図書の修理を行い、再利用が出来るようにします。

5

デジタルサービスへの理解の促進

・窓口での利用者登録手続きのオンライン化、ペーパーレス化を推進します。

・電子書籍サービスなどデジタルサービスの周知に努めます。

・利用者用インターネット端末の周辺環境を整理し、利用を促進します。

4

子育て支援に向けた取組推進

・令和７年度に開始した乳幼児向け絵本セットについて、貸出促進を図ります。

・0～3歳児の親子向けの「ひよこのおはなし会」を開催します。

3

子どもの読書活動の推進

・参加者の読書への興味や関心を引き出す体験型の事業を実施します。

・学校見学、職業体験など学校からの求めに応じ、連携事業を実施します。

・学校司書や教職員に対し、教職員向け貸出などの読書活動の支援を行います。

2

読書活動の推進

・地域団体・施設等、新たな連携先を開拓し、企画事業等を実施します。

・定例展示等の方法を改善し、図書館の蔵書をより効果的に魅せる展示を実施します。

・横浜グリーンエクスポ開催にむけた機運醸成のため、関連事業を実施します。

・泉区にゆかりのある講師や団体による講演会を開催します。

目標

・インクルーシブな蔵書構築を考慮し、外国につながる市民が活用しやすい資料を充実させます。

・社会科学分野、芸術・スポーツ分野の資料は基本書・参考書を補強し、地理分野の蔵書は情報の刷新を行いま
す。1

資料の充実に向けた取り組み

・横浜グリーンエクスポの開催に合わせ、農業・園芸分野の蔵書を充実させます。

・新刊資料の購入をしつつ、根強い人気のある定番書、既刊資料の買換えを計画的に進め、子どもに借りたいと
思われる魅力的な書棚を構築します。

・児童フロア展示架にある「りんごの棚」の横に「大活字本コーナー」を併設し、インクルーシブルの取組を推
進します。



具体的取組内容（想定業務量）目標

・児童大活字本コーナーの設置（３月）

・随時実施

・りんごの棚等での関連展示（随時）

・子育て支援拠点や地区センター等との情報交換の実施
（年２回）

・職員の研修への参加（随時）

・職場内研修の実施（随時）

・場所の提供（4月22日～10月22日）

・会議室の開放（７月～８月）

・定期清掃の実施（通年）
・定期植栽剪定の実施（通年）
・定期点検整備の実施（通年）

9

過ごしやすい図書館の環境整備

・クールシェアスポットとして、一時的に暑さをしのぐ場を提供します。

・夏休み期間に2階会議室を閲覧スペースとして開放します。

・空調設備や屋外植栽管理の管理などの快適な読書環境を提供していきます。

8

司書の人材育成

・司書が企画・調整役として活躍できるよう、地域と連携・協働する力を育成します。

・蔵書の魅力を伝えるための展示等での企画力・演出力の向上を図ります。

・「司書職人材育成ビジョン」に基づく研修に、司書各自が担当業務に関わる研修に積極的に参加するともに、
テーマを定め職場内研修を年数回実施します。

7

読書バリアフリーへの理解の促進

・りんごの棚に児童大活字本コーナーを併設します。

・視覚障害者等へ対面朗読を随時実施します。

・読書サービスの周知に努めます。


